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「チーム学校」を理解するために 実践編 その① 概要編 ー校内での
連携と生と支援を考える― 愛知教育大学

本教材は、生徒指導提要に基づいて解説をしています。生徒指導提要本文を
ダウンロードし、ご参照いただきますと、より理解が深まります。

文部科学省「生徒指導提要」
https://www.mext.go.jp/content/20230220-mxt_jidou01-000024699-201-1.pdf
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本教材は3本の視聴教材から構成されています。
１つめは概要編、２つめは模擬事例編、３つめが解説編となっています。

順番にご視聴ください。
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2022年度の公開講座では、『「チーム学校」を理解するために ー困難を
抱える子どもたちの支援についてー基礎編』をテーマに配信いたしました。
今年度は、「チーム学校を理解するためにー校内での連携と生徒支援を考え
るー(実践編）」をテーマに本講座を作成しております。

この実践編においては、文部科学省が2022年度に出した生徒指導提要に基
づいて説明をしていきます。専門職の位置づけやチーム支援のプロセスにつ
いても具体的に示されていますので、簡単に説明をしてから実践編の模擬事
例へと進んでいきたいと思います。

生徒指導提要では、「スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカ
ーを生徒指導部のメンバーとして位置づけることも重要である」と示されて
います。
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生徒指導は、児童生徒の課題への対応を時間軸や対象、課題性の高低とい
う観点から分類することで、構造化することができるとされています。

時間軸に着目すると、課題が見える前から日常的・先行的に行う生徒指導
と、課題の予兆が見え始めた生徒や困難な状況に陥っている生徒を対象とし
て即応的・継続的に行う生徒指導の2軸になります。

課題性の高低に着目すると、全ての児童生徒を対象とする、発達支持的生
徒指導と予防的な支援が求められる課題予防的生徒指導、深刻な課題を抱え
る生徒を対象とする困難課題対応的生徒指導の3類になります。

対象となる児童生徒の範囲に着目すると、全ての児童生徒を対象とする第1

層の発達支持的生徒指導、第2層の課題未然防止教育、課題の前兆行動が見ら
れる一部の生徒を対象とする第3層の課題早期発見対応、困難な状況にある特
定の児童生徒を対象とする第4層困難課題対応的生徒指導の4層に分類されま
す。

この実践編では、課題の予兆段階であり、予防的支援が必要とされる課題
予防的生徒指導のうち前兆行動が見られる一部の児童生徒を対象とする第3層
課題早期発見対応層に含まれるケースを扱います。
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生徒指導提要では、生徒指導と教育相談の連携を核に、多職種との協働も
視野に入れた包括的な支援をチームとして展開するプロセスが示されていま
す。チーム支援のプロセスは先に紹介した４層構造に応じて２つのパターン
が示されています。

今回の事例では第3層を扱いますので、第3層の課題早期発見対応を含むプ
ロセスとして示される（生徒指導提要p90の）図５を用いて説明します。

プロセス１はチーム支援の判断とアセスメントの実施です。児童生徒の課
題解決に向けて、子どもの理解を深めるために、関係する教職員やSCやSSW

が参加するケース会議を開催します。

プロセス２の課題の明確化と目標の共有では、課題を明確化し、具体的な
目標（方針）を共有した上で、それぞれの専門性や持ち味を生かした役割分
担を行います。

プロセス３のチーム支援計画の作成では、アセスメントに基づいて、問題
解決のための具体的なチームによる指導・援助の計画を作成します。

プロセス４ではチーム支援計画に基づいて、チームによる指導・援助を組
織的に実施します。実施する際の留意点としては、定期的なチームによるケ
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ース会議の開催、関係者間の情報共有と記録保持、管理者への報告・連絡・
相談が挙げられています。

プロセス５では、チーム支援計画で設定した長期的、短期的な目標の達成
状況について学期末や学年末に総括的評価を行います。目標が達成した場合、
支援は終結となります。達成していない場合は改めてアセスメントを行い、
計画の見直しをしたうえで実施していくことになります。

「チーム支援計画」を作成し、支援目標を達成するために支援チームを編
成しますが、支援チームには、３つの種類があると示されています。

1つ目は、担任等と学年、各校務分掌の最小単位の連携・協働を行う機動的
連携型支援チームです。

2つ目はミドルリーダーのコーディネーションによるSCやSSWも加えて早
期発見対応を行う校内連携型支援チームです。ミドルリーダーとは、各学校
の組織によって変わりますが、教務主任、校務主任、特別支援教育コーディ
ネーター、保健主事、生徒指導主事、学年主任、養護教諭等が考えられます。
対応すべき課題によって中心になる人物は変わってきます。

3つ目は、地域・関係機関等を含むネットワーク型支援チームです。今回の
模擬事例は、校内連携型支援チームにおける支援を想定し、支援のプロセス
１~３の流れを学習できるように設定しています。

6



生徒指導の基本と言えるのは、教職員の児童生徒理解です。児童生徒の理
解を深めるためには、多面的な視点からとらえたアセスメントが重要となり
ます。

生徒指導提要において発達を支えるとは、児童生徒の心理面の発達のみな
らず、児童生徒の学習面、社会面、進路面、健康面の発達を含む包括的なも
のであると説明されています。

包括的なアセスメントを行うためには、関わる教職員がチームで行うこと
が有効です。アセスメントには、多種多様な方法がありますが、生徒指導提
要においては、心理分野・精神医療分野・福祉分野等で活用されている生
物・心理・社会の観点に着目するBPSモデルが一つの方法として紹介されて
います。
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BPSモデルでは、児童生徒の課題を生物学的観点、心理学的観点、社会的
観点の３つの観点から検討します。

例えば、不登校の児童生徒の場合、「発達特性や病気等の生物学的観点」、
「認知、感情、信念、ストレス、パーソナリティ等の心理学的観点」、そし
て「家庭や学校の環境や人間関係等の社会的観点」から実態を把握すると同
時に、児童生徒自身の良さ、長所、可能性等の自助資源と、課題解決に役立
つ人や機関・団体等の支援資源を探ります。

3つの観点には重なりの部分があり、多様さと複雑さを理解することが大切
です。今回の模擬事例では、アセスメントの枠組みとしてBPSモデルを活用
しています。
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それでは、改めて、本講座のねらいについて説明します。この実践編のね
らいは2つあります。

1つ目は、課題早期発見層の生徒について、校内連携型支援チームにおける
連携プロセスを理解すること。

2つ目は、模擬事例を通して、校内連携支援チームによるケース会議の進め
方の一例を学ぶことです。
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これで（実践編その①）概要編の講義を終わります。
次の（実践編その②）模擬事例編ではワークシートを使用しますので、
お手元にご準備ください。
準備ができましたら次の「模擬事例編」の動画をご視聴ください。
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